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『専門性』                          

奈良県立医科大学附属病院  

藤村 茂和 

日本作業療法士協会による 2021 年度日本作業療法士協会会員統計資料によると、2022 年 2月時点における

作業療法士の有資格者数は 104.286人となっている。 

作業療法士は、日本国内に約 10 万人の規模となった。これだけの同志がいるということは、職能団体とし

て非常に心強くある一方で、私個人としては焦りを感じている。 

他府県のセラピストと交流機会がある研修会では、素晴らしい研究や発表に賞賛の気持ちと同時に、自己研

鑽の思いにより一層駆り立てられる。その中で、自分自身の作業療法士の専門性はどのように高めていくか。 

先日、初回評価の翌日に患者さんのところへ行ったところ「藤村さんは〇〇を勉強されているのですね」と

言われてたまげた事があった。インターネットで検索されたのだ。好奇心で調べられたかもしれないが、急性

期で障害受容が出来ていない方にとっては自分の大切な身体が誰に預けられるのか疑問を持つのは至極当然

になってきた。こちらから情報を伝える前に患者さん自身、またその家族が既に情報を持っている時代である。

その為、ネットで手に入る情報と患者さんに必要な情報を整理する。また、個別性が高く信頼性と妥当性があ

る情報を提供しなければならない思いが募る。そう考えると自身の専門性を高めていくことは非常に重要にな

ってくる。その手段としては、認定・専門資格の取得、研究活動や大学院への進学など多岐にわたる。 

恩師の言葉でいつも私の心にあるのが、「目の前にいる患者さんが良くなった、悪くなった、なぜだろう？

と毎日考えること」である。その疑問が研究の“芽”であり、大事に育てていくことが患者さんに還元される

ような研究に繋がっていく。簡単なようでなかなか難しいことであるが「1症例を大事にする気持ちを忘れな

いこと」である。 

会員の皆様におかれましては、ライフステージが異なる方、移り変わり途中の方もおられると思われます。

日々の臨床業務や管理業務、家事・育児で時間の捻出も厳しい方も多々おられると思います。この巻頭言が、

今一度自分にしかできない「専門性」について考えるきっかけになれば幸いです。 

貴重なお時間を頂き、最後までご高覧頂きましてありがとうございました。 
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今年から作業療法士になられた皆様へ 

西井 正樹 

 

平素より、県士会活動にご協力いただきましてありがとうございます。今年度もよろしくお願いします。 

新たな 1 年の始まりです。今年、見事作業療法士国家試験に合格されたみなさま、おめでとうございます！！ 

この原稿を書いているのが４月初旬になりますので、新入職員の方々は期待と不安でいっぱいな中で過ごし

ていることと思います。既会員の皆様は、職場での新人教育に忙しいことだと思います。職場での新人教育に

ぜひとも奈良県作業療法士会を活用していただけたらと思います。特に、共通研修に含まれる事例発表には、

多くの新人 OT が発表していただけることを望んでいます。いろいろな人の意見を聞くこと、自分のしている

OT に自信が持てることなどメリットがたくさんありますので、先輩 OT はぜひ発表を進めてください。よく、

昔に事例発表をしたら、「たくさん突っ込まれて精神的に参る」「聴講者の意見の意味が分からない」などとい

った意見がありますが、果たしてそうでしょうか？昨年は、私も事例発表を久しぶりに聴講しましたが、司会

の先生や他の先輩 OT の温かい意見が聞けて、とてもいい事例発表会だと思いました。 

もうさっそく入会をした新人 OT の皆様もいろいろな研修が始まりますので、積極的にご参加ください。 

 

 

 

 

 

事業部                      坪内 善仁  

新緑の候、皆様にはご清祥にお過ごしのことと存じます。2021 年度事業部主催の研修会では多くの先生に

ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

さて、2022 年度は事業部セミナー3 講座(園芸・畑作業関連、認知症と生活習慣関連、福祉用具関連)とスキ

ルアップセミナー10 講座の開催を準備しております。詳細な情報は、今後ホームページにて随時掲載します

ので、積極的にご参加ください。 

今後とも、事業局活動への御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長だより 
 

各部局からのお知らせ 
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事務局                                     毛利 陽介   

新緑の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 さて、6 月 26 日(日)に総会を開催いたします。COVID-19 感染状況を鑑みて、対面ではなく ZOOM 及び、

議決権行使書での開催と致します。議案では事業報告や事業計画に加えて定款変更の議題があります。定款変

更については昨年の総会では参加者が満たず廃案となりました。 

定款の変更点は 2 点で「県士会員=協会員」と「代議員制度導入」です。「県士会員=協会員」では県士会へ

の入会の要件として日本作業療法士協会の正会員であることが必要となります。また、会員資格の喪失につい

ても協会と同様に 2 年から 1 年へ変更を致します。 

「代議員制度導入」については正会員から 20 名に対して 1 名の割合で代議員を選挙により選出し総会の運

営を行います。 

以下に主な定款の変更部分を掲載しております。変更案の全文はホームページに掲載しております。定款変

更は協会との連携や県士会運営を円滑に行うため必要です。定款変更の成立には会員の 2/3 以上の出席が必要

となります。ご理解を賜りご参加の程宜しくお願い致します。参加が難しい場合は「書面での議決権行使書」・

「電子媒体での議決権行使」を必ずご提出ください。尚、予算・事業計画につきましては、ホームページで公

開しております。 
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学術局                      辰己 一彦  

青葉繁れる好季節を迎え、奈良県士会の皆様におかれましては、ますますお健やかにお過ごしのことと存じ

ます。新たに奈良県士会の一員になられる方も多数いらっしゃると思いますので学術局の活動についてお知ら

せいたします。 

 

学術部                                      

奈良県作業療法士学会の査読、SIG の管理、研究助成費採択・拠出、研究発表に関する勉強会開催、学術局

主催研修会などを行います。 

 

各分野委員会 

精神分野：委員会の開催、精神科作業療法に関する研修会、事例検討会 

身体障害分野：委員会の開催、身体障害分野に関する情報交換会、研修会、事例検討会                                

地域・老年期分野：委員会の開催、奈良県内社会資源データ収集など                               

発達分野：特別支援委員会の開催、啓発用資料の作成、市民向け公開講座                               

福祉用具相談支援委員会：委員会の開催、研修会、生活行為工夫情報モデル事業への参加                               

運転委員会：委員会の開催パンフレット作成〜配布、指定自動車教習所との連携、研修会 

近畿運転プロジェクトへの運営参加 

研究助成委員会：2022 年度の研究助成の募集、2021 年度の助成決定者のサポート 

 

各委員会にて、事例検討会や研修会などを開催いたします。メーリングリストや奈良県作業療法士会の HP

をご参照ください。 

お問い合わせ先：tatsumi@utcaresystem.com  学術局 辰己まで 

 

教育部                                     木納 潤一   

＜新入会員の皆様へ＞ 

新たに奈良県作業療法士会に入会された会員の皆様、国家試験合格おめでとうございます！そして、奈良県

士会にようこそ！ 

国家試験の勉強はとても大変だったかと思います。実は、作業療法士になってから勉強することのほうがと

ても多いです。作業療法士になられた皆様は、患者様・利用者様・地域の皆様に対し、より良い、より質の高

い作業療法を提供するため、生涯に渡って自己研鑽をしていくことが求められます。日本作業療法士協会では、

皆様の自己研鑽を支援するために、「作業療法生涯教育制度」を設定しております。奈良県士会の教育部では、

この制度に沿って、現職者共通研修（10 講座）・現職者選択研修（2 講座）の運営をしております。令和 4 年

度は、4 月以降に下記の講座の順次開催を予定しております。これらの講座はすべてオンラインで行います。

研修会の情報は、奈良県士会ホームページやメールマガジンでご案内します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現職者共通研修 現職者選択研修 

4/24（日） 作業療法生涯教育概論 10/2, 10/9（2 日間開催） 身体障害領域 

5/12（木） 日本と世界の作業療法の動向   

6 月中旬 保健・医療・福祉と地域支援 事例検討会 

7 月下旬 事例報告と事例研究 ①8 月中旬、②1 月下旬 身体障害領域 

10 月中旬 職業倫理 ①8 月下旬、②2 月中旬 発達障害領域 

11 月中旬 作業療法における協業後輩育成 ①9 月下旬、②3 月上旬 認知症・老年期 

12 月中旬 作業療法の可能性 ①9 月上旬、②3 月中旬 精神障害領域 

1 月中旬 実践における作業療法研究   
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奈良ブロック                        渡邊 俊行     

平素より奈良ブロック活動にご協力を賜り、誠にありがとうございます。新年度になり、皆様いかがお過ご

しでしょうか？新型コロナウィルス感染症は、まだまだ先が見えない状況が続いておりますが、今年度も奈良

ブロック活動へのご協力を引き続きお願いいたします。また、新入職や異動など皆様の職場でもいろいろと変

化があったかと思います。県士会活動についてお伝えの上、入会手続き等のお声掛けをお願いいたします。 

 

 

東和ブロック                        田中 陽一    

東和ブロック会員の皆様、平素より大変お世話になっております。2022 年度も県士会の活動にご協力の程

何卒よろしくお願い申し上げます。 

昨年より新たなブロックとなり、初めての年度となります。ブロック研修会などを通じて施設間の横の繋が

りも新たに築いていければと思いますので、士会活動への積極的なご参加をお待ちしております。世界情勢は

まだまだ予断を許さない状況ですので、会員の皆様も心身の健康にご留意ください。2022 年度の年会費にお

きましてもお早い納入にご協力お願い申し上げます。 

 

 

西和ブロック                        塩田 大地    

日毎に春の訪れを感じる季節となりました。会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び

申し上げます。 

世間では新型コロナウィルスの感染が予想以上に長引いており、会員の皆様におかれましても、窮屈な日々

を過ごされていることと思います。 

さて今年度の第 14 回奈良作業療法学会の運営を当ブロックが担当しております。今年も新型コロナウィル

スの感染状況を鑑み、オンライン開催となることが決定致しました。現在実行委員を中心に開催に向けて準備

を進めておりますので、皆様奮ってご参加ください。 

なお新年度が始まりますので、2022 年度の会費納入をよろしくお願い致します。 

 

 

中・南和ブロック                      片岡 歩        

新年度がスタート致しました。まだまだ新型コロナウィルスの感染状況が長引いていますが気持ち新たに皆

様のご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

さて中南和ブロックでは今年度研修を１回予定しております。内容に関しましてはまだまだ企画段階で

すが幅広い会員の方々が興味を持って参加できるような内容にしたいと思っていますのでよろしくお願

いいたします。 

また、2022 年度の会費及び 2021 年度の会費がまだの方は納入の方よろしくお願いいたします。 

 

ブロックだより 
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～続 皆様の職場での MTDLP 実践を支援します～ 

当委員会では、生活行為向上マネジメントの基礎研修を履修した会員に対して、現場での MTDLP 実践を

サポートいたします。 

「職場で作業療法の臨床思考過程を学ぶ機会が少ない」 

「MTDLP の基礎研修を終えたけど、実践する為のシートの書き方が分からない」 

「シートを作ってみたけど、これで良いのか不安」 

「興味はあるけど、どうしてよいのか分からない」 

このような会員は、是非とも当委員会にご一報ください。MTDLP 指導者および実践経験者が、お手伝いを

させていただきます。指導に関しては、オンライン・対面など柔軟に対応させていただきます。勿論費用も無

料です。この機会に、MTDLP 実践を始めてみてはいかがでしょうか？ 

 

MTDLP 推進委員会委員長、MTDLP 指導者 北別府慎介 

  所 属：西大和リハビリテーション病院 

連絡先：skitabppu@yahoo.co.jp 

 

 

今年度もどうぞよろしくお願い致します。3 月に行われました多職種研修「認知症の人の支援について考え

る～支援者・ご本人が思う『支援』とは～」では市町村職員や認知症の人のご家族など多くの人にご参加頂き

ました。『認知症』を変える（治療や改善）のではなく、地域社会を変えることで「安心して認知症になれる

地域社会」になります。いずれ我々も認知症になると思えば、他人事ではありません。作業療法士として、地

域を構成する住民として、自分たちに何ができるかを考えていきたいと思います。 

 今年度の研修は事例実践報告（先駆的な取り組みをしている OT による報告）、多職種研修を予定しており

ます。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。また詳細が決まりましたら随時報告させて頂きます。 

 

委員長 千葉 亜紀 

所属：秋津鴻池病院 

お問い合わせ 0745-63-0601 

 

 

会員のみなさま、長く続くコロナ禍での生活、地域の子どもから高齢者まで活動の制限が心身に影響を与え

ています。実際に、高齢者対象の地域ケア会議において、ほぼ全ての高齢者で「コロナが続き〇〇ができなく

なった」というケアマネージャーからの説明が続きます。今こそ私たち作業療法の力で「生活不活発」「フレ

イル」を予防していくことが重要です。当委員会では、引き続きＷeb 研修会を通して、多くの会員に、地域

の現状を知ってもらい、作業療法の力で県民の生活を支援できる知識と技を学んでもらいます。令和 4 年度の

研修会についても、地域包括ケア OT 推進リーダー研修をはじめ、最新のトピックを中心に開催を企画してい

きます。 

地域局 地域部 地域包括ケアシステム委員会 

委員長 安井 敦史 

所属：株式会社 UT ケアシステム 

ユーティー訪問看護ステーション 

リハビリデイサービス UT 広陵 

お問い合わせ 090-1676-9898 

委員会だより 
 

認知症支援委員会 

 

地域包括ケアシステム委員会 

 

 

 

MTDLP 推進委員会 

 

mailto:skitabppu@yahoo.co.jp
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子供の疑問そして夢？ 

 

リハビリ発達支援ルーム UT キッズ田原本  

南 竜太 

 

はじめまして、リハビリ発達支援ルーム UT キッズの南です。 

当施設に入社して４年目になります。日々子供たちの笑い声に囲まれ、大胆な発想に驚き、楽しく仕事をさ

せてもらっています。 

ある日、子供と遊んでいる時突然言われました。 

「先生は何の仕事をしているの？」 

いきなりで僕は少し立ち止まり悩みました。訓練と答えるのも違うし、作業療法と言っても伝わらないよな、

と悩んだ結果 

「皆と遊ぶ仕事！」 

「そんなん仕事じゃない」 

一喝されました。 

「なんで？」と聞くと 

「遊びは楽しいから仕事じゃない」 

そこで僕は、仕事で遊べる本当に楽しい職業に就けたのだと再確認しました。そして子供には「仕事も楽し

いんだよ」と笑顔で伝えると「んー」と悩んでしまいました。 

「大人になったらわかるよ」と言うと、少し不満気味ではありましたが「そっか」と納得してくれました。 

これが正しい対応だったのかは解りませんが、子供たちから見ると、毎日楽しく遊んでいる人なのだ、とい

う事がわかりました。そして、子供の時みんな一度は考える、【遊んで暮らす】をある意味実現しているんだ

と感じ、少し夢を達成した気分になりました。 

今後も子供たちと遊んで暮らしながら、子供たちの夢を叶えられるように支援を行っていきたいと思います。 

 

次回は、株式会社 UT ケアシステム リハビリデイサービス UT 広陵 楠本菫 さんです。 
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公益財団法人 天理よろづ相談所病院（本院） 

 

天理よろづ相談所病院リハビリテーション部は、本院と白川分院（回復期リハ、療養、地域包括ケア、精神

科病棟 186 床）に分かれてスタッフが配置されています。 

今回は本院の紹介をさせていただきます。 

皆さんは急性期での作業療法のイメージをどんなふうにお持ちでしょうか？？？管だらけ、重度の意識障害、

ベッドサイドで端坐位・離床しかできない、すぐに転院されていく、など作業療法なんかできるの？という感

じでしょうか？ 

本院は急性期の役割を担っています。28 の診療科があり、ベッド数は 715 床あります。リハビリテーショ

ン部スタッフは PT25 人、OT10 人、ST4 人です。外来患者さんは一日 1700 人ほどいらっしゃいますが、マ

ンパワーの問題により、外来リハビリはおもに心臓リハビリに限っており、入院患者さん中心に対応させてい

ただいています。 

 作業療法対象疾患は脳卒中、頚椎疾患、血液・脳腫瘍を中心とするがん、難病、心疾患が主体です。時期は

超急性期～亜急性期、終末期です。脳卒中に関しては SCU にて発症翌日から介入、手術の患者さんは術前、

術後翌日より ICU から介入しています。がんや難病の方は診断が付く告知前後での関わり、再燃・再発や増

悪時、終末期（緩和ケア）と再入院を繰り返されるため長い期間の関わりに渡ります。再入院された際は、な

るべく同じ担当者が担当するようにし終末期までを通して関わらせていただきます。 

また当院から直接自宅退院される方も多くいらっしゃいます。その患者さんの役割に応じて調理や買い物、

パソコン操作などの IADL 訓練も日常的に行っています。退院前カンファレンスやケアマネージャーさんとの

連携も行います。緩和ケア病棟の方に限らず終末期の患者さんには QOL を中心とした関わりを心がけていま

す。 

このように対象疾患も作業療法の内容も幅広さが求められます。大前提として病態の知識やリスク管理、急

変時の的確な判断は常々必要となってきます。   

数時間前まで何不自由なく生活されていて突然障害をおわれた方、難病やがんで生命予後の告知をされ一晩

中泣いている方、終末期に移行し治療の管類が外された体で人生の最期を迎えようとされている方々との関わ

りは、「傾聴」「寄り添い」など一言の言葉では言い表せない繊細な難しさはありますが、他職種と連携しなが

ら患者さんが大切にしている作業に寄り添えるよう日々心がけています。 

最後に我々OT10 名は毎日バタバタの中でも尊重しあい支えあっている最高の仲間であります。この仲間が

いるからこそやりがいを感じながら楽しく高めあって日々仕事ができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設紹介 
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奈良県作業療法士会 

メールマガジン登録のお願い 
m a i l  m a g a z i n e 

 

奈良県作業療法士会ではメールマガジンにて、 

研修会情報や重要なお知らせなどを配信しております。 
 

新入会の方も是非 

登録をお願いします 
 

登録方法 

①QRコード読み取る→ 

必要事項の入力 

or 

②空メール送信 

宛先：naraot@w.bme.jp 

 

※ドメイン名が 

ezweb,softbank,docomo, icloud の方は配信エラーとなる可能性あり。 

ご注意ください 

mailto:naraot@w.bme.jp
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～片麻痺になって思った事～ 

 

片麻痺歴 12 年の私ですが、片麻痺になって思った事があります。 

少しだけですが紹介しようと思います。 

もし、あなたの周りの人が片麻痺や、障害を負った時、この言葉で応援出来たらいいなと思います。 

 

１．家族じゃなくて良かった 

発症・入院した時、リハビリ中は本当に大変でした。 

ですが、もし、私の家族が同じ病気になったと想像したら、もっと辛いだろうと思います。 

そう考えると、私が代わりに病気になって良かったかも？と思えました。 

 

２．人の優しさ 

世の中、色々な人がいます。もちろん、優しくない人だって中にはいます。 

私が、一人旅をして道を尋ねた時や新幹線の切符が分からなかった時、とても親切に教えてくれたのを見て、

「優しいなあ」と思いました。その他にも電車に乗ってるとき席を譲ってくれたりと 

「日本は優しさで溢れてるなあ」と思いました。最初は電車に乗る時ドキドキしていましたが、案外大丈夫な

んだなと安心する事が出来ました。 

 

３．小さな幸せに気付けて、感謝できる。 

病気をしていた時から比べると、今は小さなことでも幸せを感じるようになりました。 

職場で怒られた時も、「失敗したから次は大丈夫！」と思えるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

今は、高校の友達とカフェ巡りをしたり、おいしいご飯を食べる事が一番の幸せで、ストレス発散に

なってます。もちろん、それ以上に不便な事も毎日感じていますが、なんてことない日常に幸せを感じ

ている毎日です。私みたいに、片麻痺で外へ出る勇気がない方にも読んで、大丈夫だと自信を得る一つ

のきっかけとなってもらえればうれしいです。 

奥田 優子 
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広告掲載について、賛助会員に入会して頂ければ、掲載可能

です。ご希望の方は以下にお問い合わせ下さい。 

申 込 先：白鳳短期大学 

担当 毛利 陽介 

連 絡 先：TEL 0745-60-9007 

E-mail:otnarajimu@yahoo.co.jp 

教育部 

秋津鴻池病院 

部長 木納 潤一 

TEL(0745)-63-0601 

FAX(0745)-62-1092 

 

事業部 

奈良学園大学 

部長 坪内 善仁 

TEL(0742)-95-9800 

FAX(0742)-95-9850 
 

学術部 

株式会社 UT ケアシステム 

部長 辰巳 一彦 

TEL(0744)-20-3353 

FAX(0744)-20-3354 

事務局 

白鳳短期大学 

事務局長 毛利 陽介 

TEL(0745)-32-7890 

FAX(0745)-32-7870 

保健福祉部 

天理よろづ相談所病院 

白川分院 

部長 前岡 伸吾 

TEL(0743)-61-0118 

地域包括ケアシステム 

株式会社 UT ケアシステム 

ユーティー訪問看護ステーション 

リハビリデイサービスＵＴ広陵 

委員長 安井 敦史 

TEL090-1676-9898 

奈良ブロック 

関西学研医療福祉学院 

ブロック長 渡邊 俊行 

TEL(0742)-72-0600 

西和ブロック 

西大和リハビリテーション病院 

ブロック長 塩田 大地 

TEL(0745)-71-6688 

東和ブロック 

自宅会員 

ブロック長 田中 陽一 

TEL078-304-3180 

認知症支援委員会 

秋津鴻池病院 

委員長 千葉 亜紀 

TEL(0745)-63-0601 

FAX(0745)-62-1092 

 

MTDLP 推進委員会 

西大和リハビリテーション病院 

委員長 北別府 慎介 

TEL(0745)-71-6688 

運転委員会 

奈良県総合リハビリテーションセンター 

委員長 林 朋一 

TEL(0744)-32-0200 

FAX(0744)-49-6424 

 部局長  

 ブロック長  

 委員長  

 広告に関するお問い合わせ  

※県士会登録・異動・退会・休会・会費などについては、各所属ブロック長へお問い合わせ下さい。 

中南和ブロック 

かつらぎクリニック 

ブロック長 片岡 歩 

TEL(0745)-69-0807 



【募集人員】 若干名 

【雇用形態】 OT・PT・ST（常勤 非常勤） 

【業務内容】 訪問看護ステーションからの訪問リハビリ 

       小児・高齢者デイサービスでのリハビリ業務 

【訪問地域】 奈良県広域 

【勤務時間】 9:00～18:00 

【給  与】 当社規定による（実績・経験に応じる） 

【休  日】 原則週休 2日（相談に応じます） 

【社会保険】 完備 

【職 員 数】 Ns6名 OT20名 PT5 名 ST6名 CW4名 

【応募方法】 電話にて随時受け付けています  

お気軽にお問い合わせください 

 

お問い合わせ先 

株式会社ＵＴケアシステム 

〒634-0007 奈良県橿原市御坊町 152 

電話：0744-20-3353 FAX：0744-20-3354 (担当：阿部） 

URL:http://utcaresystem.com 

 

  

 

株式会社 gene 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リリハハビビリリデデイイササーービビスス  UUTT 広広陵陵  

発発達達支支援援ルルーームム  UUTT キキッッズズ 

当事業所は「理想の在宅ケアを追究する」をモットー

に身体機能だけでなく、生活・暮らしを考えたリハビ

リを行なっています。療法士は総勢 30 名在籍してい

ますが、横のつながりは強く、皆仲良く働いています。 

勉強会も定期的に行っており、安心して仕事に取り組

んでいただけます。 

私たちと一緒に地域のリハビリを盛り上げていきま

せんか？ 

ユユーーテティィーー訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン  



株式会社ハッピーサービスグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Make People Happy Through Your Work 

仕事を通じてひとびとを幸せに 

正社員  募集要項  ※非常勤も募集しています 

事業所名 

所在地 

① 訪問看護ハッピーリハビリ＆ナースステーション （奈良市六条 2-18-1） 

② 発達支援リハスタジオ ハッピーリング西ノ京 （奈良市六条 3-1-15） 

③ 発達支援リハスタジオ ハッピーリング plus（奈良市六条 2-10-15） 

★マイカー通勤可能・駐車場無料★最寄り駅：近鉄「西ノ京駅」より徒歩 約 15 分 

給与 《月給》 【A】経験 3年以上 275,000 円～／【B】経験 3年未満 200,000 円～ 

《通勤手当》 定額 10,000 円（超える場合は、実費支給） 

★①のみ 訪問手当 訪問件数 60 件超えにつき、1 件 2,000 円 

★②③のみ 特別処遇改善加算による技能手当 10,000 円 

※試用期間 1～2 ヶ月 時給 【A】1,400 円 

【B】1,100 円～・通勤交通費 500 円／日 

勤務時間 8：30～17：30 （うち休憩 60 分） 

休日 年間休日 112 日 （リフレッシュ休暇 3 日・アニバーサリー休暇 1日あり） 

定休日：日曜日、週休２日制 

★短時間正社員制度あり！仕事と子育ての両立を応援いたします。 

お問合せ先 ★見学・面接、随時受け付けております！お気軽にお問い合わせください★ 

株式会社ハッピーサービスグループ （担当：法人本部 採用担当） 

〒630-8043 奈良県奈良市六条 3-1-15 

TEL 0742-52-8880 

E-mail: recruit@happy-service.co.jp   

URL: https://www.happy-service.co.jp 

 

 事業拡大のため増員募集中です！ 

mailto:recruit@happy-service.co.jp
https://www.happy-service.co.jp/


 

 

 
所 属 先：なら子ども発達支援センターふぁ～すと  
住  所：奈良県橿原市古川町 256-1 
業務内容：福祉型児童発達支援センターにおける発達の気になる 

未就学児（発達障害児等）に対する療育的支援 等 
雇用形態：正職員・非常勤職員 
募集人数：3 名 
募集条件：経験者のみ 
勤務時間：正職員：９：００～17：４５ 非常勤：応相談  
休    日：日曜日と月～土のうち 1 日（年間休日数 127 日） 非常勤：
応相談 
給与条件：基本給  210,000 円～300,000 円  

資格手当 10,000 円  
扶養手当 6,500 円（配偶者・父母）、10,000 円（子 1人まで）、6,500 円（子 2 人目～）  
住宅手当 27,000 円（賃貸上限）、10,000 円（持家５年目まで）、4,300 円（持家 6年目以降） 

     通勤手当 55,000 円上限 
奨学金返還支援助成金手当月額 10,000 円（返済開始後 10 年を限度とする）  
昇給年 1 回 賞与年 2 回 計 4.5月（前年実績） 
非常勤：時給 1,500 円～1,700 円 通勤手当 55,000 円上限で日割り計算します。 

加入保険：雇用保険・労災保険・健康保険・厚生年金（非常勤については勤務状況により加入します） 
退職金等：福祉医療機構退職手当共済制度並びに法人独自の退職金制度の 2 本立 
応募方法：お気軽にお問合せ下さい。就業事業所については面接等でお話しさせて頂きます。 

 

 

 

社会福祉法人橿原市手をつなぐ育成会 

奈良県が認証した 『安心して働ける職場』です！ 

〒634-0075 奈良県橿原市小房町 13 番 2 号  

綜合施設長 北川 登（きたがわ のぼる） 
TEL：0744-23-7467 FAX：0744-47-1009 
URL：http://k-ikusei.or.jp 

E-Mail：kasiharaikusei@ace.ocn.ne.jp 

http://k-ikusei.or.jp/

